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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオコンテンツ項目の集合を記憶したメモリであって、各前記ビデオコンテンツ項目
は、対応する符号化ビデオストリーム及び、対応する所定のソースビデオストリームの特
性を決定するメタデータを含み；
　１つ又は複数のビデオトランスコーダデバイス；並びに
　コントローラ
を備える、システムであって、
　前記コントローラは、複数のユーザデバイスのそれぞれからの、前記ビデオコンテンツ
項目のうちの所定の１つに対する複数のコンテンツ要求それぞれに応答して、前記１つ又
は複数のビデオトランスコーダデバイスのうち利用可能な１つを、各前記ユーザデバイス
への配信を行うために割り当てるよう構成され、
　前記ユーザデバイスは、それぞれ異なる構成のビデオ処理能力（ＶＰＣ）を有し、
　前記割り当てられた各ビデオトランスコーダデバイスは：
　　前記所定のコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリーム及び前記所与のビデオコン
テンツ項目のメタデータを受信し；
　　前記メタデータを用い、各前記ユーザデバイスの前記ＶＰＣ構成に応じて、各前記標
的符号化ビデオストリームを得るために、前記メタデータは、前記符号化ビデオストリー
ムの複数のブロックに関する１つ又は複数のコード化モードに関する速度推定情報を示し
、前記速度推定情報は、１つ又は複数の量子化ステップ幅及び複数のコード化モード使用
して符号化することによって生成される推定ビット数を特定し、
　　各前記標的符号化ビデオストリームを、通信媒体を介して各前記ユーザデバイスに伝
送する
よう構成される、システム。
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【請求項２】
　前記速度推定情報は、１つ又は複数の速度情報ストリームを含み、それぞれは各前記コ
ード化モードに基づいてブロック予測を推測する、前記対応する符号化ビデオストリーム
のブロック毎の、対応する速度推定関数Ｒk（ｑ）の特徴を決定し、ｑは量子化ステップ
幅である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記メタデータは、前記所定のコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリームのブロッ
ク毎に１つ又は複数の候補運動ベクトルを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記メタデータは、前記所定のコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリームの前記ブ
ロック毎に歪みモデル化データを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記通信媒体は無線伝送媒体である、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記１つ又は複数のビデオトランスコーダデバイスのうち少なくとも１つは、無線通信
ネットワークの基地局に連結されるか、又はその一部として組み込まれる、請求項５に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記コントローラは、前記１つ又は複数のビデオトランスコーダデバイスのうち第１の
ものを、複数の前記ユーザデバイスのうち異なる複数に対して、異なる時点において割り
当てるよう構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記ソースビデオストリームを符号化して各前記コンテンツ項目を生成するよう構成さ
れた、ソースエンコーダを更に備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　各前記ビデオコンテンツ項目の前記メタデータは、１つ又は複数の前記コード化モード
それぞれに対応する１つ又は複数の歪み情報ストリームを含み、
　前記１つ又は複数の歪み情報ストリームの各前記歪み情報ストリームＤＩＳkは、各前
記コード化モードに基づいてブロック予測を推測する、前記ビデオコンテンツ項目の前記
符号化ビデオストリームのブロック毎の、対応する歪み関数Ｄk（ｑ）の特徴を決定し、
　ｑは量子化ステップ幅である、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記１つ又は複数のビデオトランスコーダデバイスのうち第１のビデオトランスコーダ
デバイスは：
　復号化ビデオストリームを得るために、前記符号化ビデオストリームを復号化すること
；
　スケーリング済みビデオストリームを得るために、前記復号化ビデオストリームを各前
記ユーザデバイスの標的ピクチャ解像度にスケーリングすること；
　各前記標的符号化ビデオストリームを得るために、前記メタデータを用い、各前記ユー
ザデバイスの前記ＶＰＣ構成に応じて前記スケーリング済みビデオストリームを符号化す
ること、
によって前記信号変換を実施するよう構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記コントローラは：
　前記第１のビデオトランスコーダデバイスから配信を受けている前記ユーザデバイスか
ら報告を受信し、各前記報告は、前記ユーザデバイスからの分析情報を含み；
　各前記報告に応答して、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが前記スケーリング
済みビデオストリームを符号化するために使用する標的ビットレート及び／又は標的ピク
チャ解像度を更新するよう構成される、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
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　前記分析情報は、前記第１のビデオトランスコーダデバイスと前記ユーザデバイスとの
間のリンクの品質に関する情報を含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記コントローラは、リンク品質に関する前記情報が前記リンク品質の低下又は上昇を
示した場合それぞれにおいて、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが使用する前記
標的ビットレート及び／又は前記標的ピクチャ解像度を低下又は上昇させるよう構成され
る、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記分析情報は、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが伝送する前記標的符号化
ビデオストリームそれぞれから再生したビデオの品質に関する情報を含む、請求項１３に
記載のシステム。
【請求項１５】
　前記コントローラは、ビデオ品質に関する前記情報が前記ビデオ品質の低下又は上昇を
示した場合それぞれにおいて、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが使用する前記
標的ビットレート及び／又は前記標的ピクチャ解像度を低下又は上昇させるよう構成され
る、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　ビデオコンテンツをユーザデバイスに配信するための方法であって、前記方法は、
　ビデオコンテンツ項目の集合をメモリに記憶し、各前記ビデオコンテンツ項目は、対応
する符号化ビデオストリーム及び対応する所定のソースビデオストリームの特定する、対
応するメタデータを含み、前記メタデータは、前記符号化ビデオストリームの複数のブロ
ックの１つ又は複数の符号化モードに関する速度推定情報を示し、前記速度推定情報は、
１つ又は複数の量子化ステップ幅および前記符号化モードを使用して符号化されることに
よって生成されるビットの推定数を特定し、
　複数の遠隔ユーザデバイスのそれぞれからの、前記ビデオコンテンツ項目のうちの所定
の１つに対する複数のコンテンツ要求それぞれに応答して、１つ又は複数のビデオトラン
スコーダデバイスのうち利用可能な１つを、各前記ユーザデバイスへの配信を行うために
割り当て、前記ユーザデバイスは、ビデオ処理能力（ＶＰＣ）のそれぞれ異なる構成を有
し；
　前記割り当てられた各ビデオトランスコーダデバイスを利用して：
　　前記所定のコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリーム及び前記メタデータを受信
し；
　　前記メタデータを用い、各前記ユーザデバイスの前記ＶＰＣ構成に応じて前記符号化
ビデオストリームを信号変換し、各前記標的符号化ビデオストリームを得て；　　各前記
標的符号化ビデオストリームを、通信媒体を介して各前記ユーザデバイスに伝送する
ことを含む方法。
【請求項１７】
　前記速度推定情報は、１つ又は複数の前記速度情報ストリームを含み、各前記速度情報
ストリームは、各前記コード化モードに基づいてブロック予測を推測する、前記対応する
符号化ビデオストリームのブロック毎の、対応する速度推定関数Ｒk（ｑ）の特徴を決定
し、　ｑは量子化ステップ幅である、請求項１６に方法。
【請求項１８】
　前記メタデータは、前記所定のビデオコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリームの
ブロック毎に１つ又は複数の候補運動ベクトルを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記メタデータは、前記所定のコンテンツ項目の前記符号化ビデオストリームの前記ブ
ロック毎に歪みモデル化データを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　各前記ビデオコンテンツ項目の前記メタデータは、１つ又は複数の前記コード化モード
それぞれに対応する１つ又は複数の歪み情報ストリームを含み、
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　前記１つ又は複数の歪み情報ストリームの各前記歪み情報ストリームＤＩＳkは、各前
記コード化モードに基づいてブロック予測を推測する、前記所定のビデオコンテンツ項目
の前記符号化ビデオストリームのブロック毎の、対応する歪み推定関数Ｄk（ｑ）の特徴
を決定し、
　ｑは量子化ステップ幅である、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　ソースビデオストリームを符号化して、各前記コンテンツ項目を生成することを更に含
む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記１つ又は複数のビデオトランスコーダデバイスの第１のビデオトランスコーダデバ
イスから配信を受けている前記ユーザデバイスから報告を受信し、各前記報告は、前記ユ
ーザデバイスからの分析情報を含み；並びに
　各前記報告に応答して、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが前記符号化ビデオ
ストリームの前記信号変換を実施するために使用する標的ビットレート及び／又は標的ピ
クチャ解像度を更新することを更に含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記分析情報は、前記第１のビデオトランスコーダデバイスと前記ユーザデバイスとの
間のリンクの品質に関する情報を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　リンク品質に関する前記情報が前記リンク品質の低下又は上昇を示した場合それぞれに
おいて、前記第１のビデオトランスコーダデバイスが使用する前記標的ビットレート及び
／又は前記標的ピクチャ解像度を低下又は上昇させることを更に含む、請求項２３に記載
の方法。
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